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　九州看護福祉大学紀要第15巻をお届け致します。11編の投稿を頂き（原著論文３編、総説

１編、研究報告2編、その他5編）、ここに発刊となりましたこと、紀要編集委員会としても

大きな喜びです。

　今回は投稿数が多かったことを反映して、多くの方々に査読をお願い致しました。お忙し

いにも関わらず多大な時間を割いて頂き、心より御礼申し上げます。

　今、我々大学人は「2018年問題」という深刻な課題を突きつけられています。大学進学率

のこれ以上の上昇が望めない中、18歳人口の減少化という現実にどう対処していくのかが重

く問われているのです。「2025年」には団塊の世代が後期高齢者となり、医療環境も著しく

変化するでしょう。これらに対応し解決策を考えていく中で、確実に求められることの１つ

が大学教員の質向上です。論文執筆と査読作業、これらの厳しい行程が大学の発展に繋がる

と信じています。
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